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このコーナは非破壊試験技術者として活躍されている

技術者をご紹介しています。 

 

私は 1980 年に大学を卒業し，非破壊検査株式会社に入

社いたしました。大学では，原子力，放射線関係を専攻

しておりその時初めて「物を壊さず品物の品質が確認で

きる技術」「非破壊検査」を知り，興味を持っての入社で

した。 

入社した年の秋期試験で RT2 級（現在のレベル 2）を

取得いたしました。当時の試験は 2 級でも 2 次試験に面

接が課せられており，面接官は故仙田先生でした。試験

の結果と，私の略歴を見ながら仙田先生から「君みたい

な人は 1 級（現在のレベル 3）を早々に受験しなさい。」

と声をかけていただきました。この言葉に励まされ，翌

春 UT2 級，ET2 級を取得し，その年の秋期試験で RT1

級を取得することが出来ました。仙田先生のお言葉は検

査員人生のきっかけとして今も明確に記憶しております。 

その後，JIS Z 2305 として制定された新しい認証制度

で，2004 年に 6 種目目のレベル 3 である ST3 を取得後，

2005 年に総合管理技術者を取得いたしました。 

 業務内容といたしましては，中部地区の石油会社にお

いて保全担当として 3 年間，製油所の工務課に常駐しま

した。その後，大阪大学の仙田研究室での研究生を命ぜ

られ，仙田先生門下生という形で先生と再会させていた

だきました。 

研究生終了後，中部地区にある電力会社の研究所にお

いて 10 年間委託研究業務（UT，ET 関連の研究開発）に

対応しました。この研究所では，実際の現場に適用でき

る技術の開発と大手メーカー様の開発に関する考え方を

勉強させていただきました。 

研究業務終了後，大阪本社で営業部門に転属し，技術

営業の立ち位置を勉強させていただき，その後三重県四

日市地区の石油関連業務や福井県若狭地区の原子力関連

業務等で営業活動を行ってまいりました。当社の営業は

技術営業ですので，ここでも，資格の有無はお客様に対

する信頼の道具となりました。 

 2005 年名古屋営業所所長に就任し，名古屋地区の営業

窓口となったとき，私にとって大きな転機が訪れました。

それまで，航空機関連の部品検査は請負業務として細々

と行っていましたが，社会情勢の大きな動きで，大々的

に航空機部品の検査を請負う事になったのです。航空業

界独特の認証システム，品質システム等の構築，検査員

の教育，そして JIS Q 9100，Nadcap をはじめとする航空

機各社の監査に対応する種々の調整が必要となりました。

新規事業ですので，人員の確保，業務の構築等，やらね

ばならない事は山ほどありましたが，有能なスタッフと

お客様のご協力の下，業務開始にこぎつけました。残念

ながら今はコロナ禍で，航空機産業は非常に厳しい状況

が続いていますが，もうしばらくの辛抱で再興できるこ

とを期待している毎日です。 

昨年 7 月からガスタービン等製造部門の検査を請負う，

高砂事業部へ転勤となり，現在に至っております。 

最後に，資格取得を目指す検査員の方にお伝えしたい

ことがあります。それは，資格は検査員の最大の道具で

あるということです。道具なしでは仕事はできません。

道具は品質が良くなければ役に立ちません。資格取得後

も，道具を磨くために知識を高め，品質を良くしましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤井 武司（ふじい たけし），64 歳 

所属：非破壊検査株式会社 神戸事業本部 

略歴： 

1980 年 福井工業大学 工学部 応用物理学科 卒業

1980 年 非破壊検査株式会社入社 

1984 年 大阪大学 仙田研究室 委託研究員 

2005 年 大阪事業本部 名古屋営業所 所長 

2021 年 執行取締役 神戸事業本部 高砂事業部長

 

保有資格 

・JSNDI：RT3，UT3，MT3，PT3，ET3，ST3 

         及び非破壊検査総合管理技術者 
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このコーナは非破壊試験技術者として活躍されている

技術者をご紹介しています。 

 

会社の事業内容，陣容 

 弊社は新潟市に本社，秋田市に営業所をおき，主に関

東，北陸，東北地方で業務を行っております。 

 業務内容は，発電所・ガス・化学プラント関係の保守

検査，溶接部の放射線検査，鉄骨溶接部の受入検査，ま

た，コンクリートや地下埋設物の調査，構造物の診断業

務などがメインになります。地方の検査会社ということ

もあって，多種多様な業務形態の顧客からご依頼を受け，

それに伴い検査対象物及び検査項目も多岐にわたるため，

ニーズに応えるべく体制を整え，実績を重ねています。 

社内での資格保有者数について 

 技術員数は約 50 名。そのうち JSNDI レベル 3 の有資

格者は RT:17 名，UT:14 名,MT:11 名,PT:14 名,ET:3 名,ST:5

名です。またレベル 2 の資格保有件数は約 130 件となっ

ており，平均すると 1 人当たり 3～4 種目の資格保有数と

なります。その他に WES，CIW，鉄骨，鉄筋関係の資格

も多数取得しています。 

私の業務内容・業務経歴 

 入社してしばらくの間は，石油製油所の定期検査，石

油備蓄タンク等の開放検査業務を担当しました。またこ

れらに付随して，表面きずのレプリカ採取による SUMP

試験や，溶接部を切断してのマクロ試験なども経験し非

破壊検査全般に興味を持って業務をこなしてきました。 

 また，当時，会社が溶接協会の CIW-A 種認定の取得を

大きな目標に掲げており，社員一丸となって教育活動を

活発に行ったことで，主要な資格を取得することができ，

この時期に学習した溶接関係の知識などは，現在に至る

まで重要な基礎知識として役立っていると考えています。 

 その後，急増した建築鉄骨溶接部の受入検査業務を担

当したり，構造物の耐震診断調査やコンクリート関係の

業務も行いましたが，なかでも 2004 年の中越地震，2007

年に発生した中越沖地震の被害調査などで経験したこと

は強く記憶に残っています。 

若手への期待 

 まず第一に，非破壊検査業務を職業として選択された

若手の方々にエールを送るとともに，それぞれの関係す

る業務についてスキルアップを継続し，社会の安全安心

に貢献されるよう期待します。 

 非破壊検査技術者にとっては「知識と経験」が重要と

されています。一口に経験といっても，たとえば特異的

なきずを検出するといったことは，そうめったにあるこ

とではなく，常にアンテナを張って情報を収集すること

も必要と思われます。最近では機密保持が重要視されて

おり，同じ社内でも情報の共有が難しい面もありますが，

「百聞は一見に如かず」というように自分自身で体験で

きればそれにこしたことはありません。 

 また，将来は構造物などを総合的に評価する立場に立

つこともあるでしょう。そのためにも複数の非破壊検査

方法，あるいは関連する他の試験方法を習得することも

有効と考えます。 

 たとえば超音波探傷試験を主にやっている方には，放

射線検査や断面のマクロ試験。表面検査である MT や PT

の業務が多い方には SUMP 試験（金属組織のレプリカ採

取観察）なども機会があればぜひ習得されたら良いと思

います。 

 知識・経験を補うために多くの書物もあります。一例

として以下の書物をお薦めします。 

「破壊事故-失敗知識の活用-」小林英男編著 共立出版 

出版されて 10 数年経過していますが，非破壊検査技術者

として今後ますます活躍される方々には参考になると思

います。 

 

加納 昭雄（かのう あきお），67 歳 

所属：北日本非破壊検査株式会社 

役職：専務取締役 品質保証室長 

保有資格： 

 （JSNDI）非破壊検査総合管理技術者，RT3，UT3，

MT3，PT3，ST3 

 （JSNDI 以外）WES 特別級，CIW 検査技術管理者 
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ＲＴレベル２ 一般・専門試験のポイント 

 

 近年出題された一般試験と専門試験のうち，正答率の

低かった問題の類題により各試験のポイントを解説する。 

 なお，過去にも同様のポイントを解説した NDT フラ

ッシュが日本非破壊検査協会のホームページで公開され

ているので参考にしてほしい。 

 

一般試験の類題 

問１ 蛍光増感紙と組み合わせて，極厚肉鋼溶接部，極

厚肉鋳鋼品及びコンクリート等の検査に使用される X 線

フィルムで最も適するものを一つ選び，記号で答えよ。 

（ａ）IX80 （ｂ）IX100 （ｃ）IX150 （ｄ）IX300 

 

正答 （ｄ） 

 IX80 は，超微粒子，低感度に設計されたフィルムで，

微細なきずの検出に適している。一般には増感紙なし又

は鉛箔増感紙と組み合わせて撮影し，アルミニウム合金

溶接部等の検査に使用される。 

 IX100 は，微粒子，中感度に設計された標準タイプの

フィルムで，広範囲に利用できる。一般には鉛箔増感紙

と組み合わせて撮影し，鋼溶接部等の検査に使用される。 

 IX150 は，粗粒子，高感度に設計されたフィルムで，

特に厚物の撮影に使用される。一般には鉛箔増感紙と組

み合わせて撮影し，厚肉鋼溶接部等の検査に使用される。 

 IX300 は，粗粒子，超高感度に設計されたフィルムで，

使用する線源の種類に制限がある場合や，極厚肉物の検

査等の露出時間を長く必要とする検査において効果があ

る。一般には蛍光増感紙と組み合わせて撮影し，極厚肉

鋼溶接部，極厚肉鋳鋼品及びコンクリート等の検査に使

用される。したがって，正答は（ｄ）である。 

 

問２ 露出時間のみを変化させて撮影した濃度1.80と濃

度2.40の2枚の透過写真を同一の観察条件で観察した。こ

のとき，いずれの観察においても透過光以外の光の強さ

は濃度1.80の透過写真を透過した光の強さの半分であっ

た。濃度Ｄとフィルムコントラストγとは，濃度0.50～

3.50の範囲で正比例の関係にあるものとすれば，濃度

1.80における透過度計の線に対する透過写真の見掛けの

コントラストは，濃度2.40において同一直径の線に対す

る透過写真の見掛けのコントラストの［   ］倍であ

る。空欄に入れる適切な数値を一つ選び，記号で答えよ。 

（ａ）1.5  （ｂ）2.2  （ｃ）3.7  （ｄ）4.3 

 

正答 （ａ） 

 透過度計の線に対する透過写真の見掛けのコントラス

ト⊿Daは式(1)で表される。 

         ⊿𝐷௔ = ⊿஽ଵାಽ౩ಽ  (1) 

  ここで，⊿D：透過写真のコントラスト 

      Ls：透過光以外の光の強さ 

      L：透過光の強さ 

 また，⊿D は γと正比例の関係にあり，かつ，題意よ

り γは D と正比例の関係にあることから，⊿D＝CD で表

される。この C は比例定数である。これを式(1)に代入す

ると式(2)となる。 

         ⊿𝐷௔ = େ஽ଵାಽ౩ಽ  (2) 

 式(2)から，濃度 1.80 及び濃度 2.40 の透過写真を観察

する際，同一直径の線に対する透過写真の見掛けのコン

トラストである⊿Da1.80及び⊿Da2.40は式(3)及び式(4)で表

される。 

        ⊿𝐷௔ଵ.଼଴ = େ×ଵ.଼଴ଵା ಽ౩ಽభ.ఴబ  (3) 

        ⊿𝐷௔ଶ.ସ଴ = େ×ଶ.ସ଴ଵା ಽ౩ಽమ.రబ (4) 

  ここで，L1.80：濃度 1.80 の透過写真を透過した光の

強さ 

      L2.40：濃度 2.40 の透過写真を透過した光の

強さ 

 したがって，⊿Da1.80／⊿Da2.40 は，式(5)となる。 

       
⊿஽ೌభ.ఴబ
⊿஽ೌమ.రబ = ଵ.଼଴ଶ.ସ଴ × ଵା ಽ౩ಽమ.రబଵା ಽ౩ಽభ.ఴబ  (5) 

 題意より，Ls は L1.80 の 1／2 であるから，式(5)は式(6)

で表わせる。 

   
⊿஽ೌభ.ఴబ
⊿஽ೌమ.రబ = ଵ.଼଴ଶ.ସ଴ × ଵା ಽభ.ఴబమಽమ.రబଵ.ହ = 0.5 × ቀ1 + ௅భ.ఴబଶ௅మ.రబቁ (6) 

 

 一方，D は式(7)で定義される。 

         𝐷 = logଵ଴ ௅బ௅  (7) 

  ここで，L0：入射光の強さ 

      L：透過光の強さ 

 濃度 1.80 及び濃度 2.40 の透過写真では，式(8)及び式

(9)となる。 

        1.80 = logଵ଴ ௅బ௅భ.ఴబ (8) 
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         2.40 = logଵ଴ ௅బ௅మ.రబ (9) 

 式(9)から式(8)を減ずれば式(10)となる。 

 0.60 = logଵ଴ ௅బ௅మ.రబ − logଵ଴ ௅బ௅భ.ఴబ = logଵ଴ ಽబಽమ.రబಽబಽభ.ఴబ = logଵ଴ ௅భ.ఴబ௅మ.రబ
 (10) 

 

 式(10)から L1.80／L2.40 は 100.60 と求まる。これを，式(6)

に入れて計算すると，⊿Da1.80／⊿Da2.40 は 1.495 となるこ

とから，正答は（ａ）である。 

 

問３ JIS Z 2305：2013「非破壊試験技術者の資格及び

認証」における，規格，コード等に従って製品の NDT を

実施する際に適用すべき全ての必須の要素及び注意事項

について記載した文書として，正しいものを一つ選び，

記号で答えよ。 

（ａ）仕様書  （ｂ）NDT 要領書 

（ｃ）NDT 手順書  （ｄ）NDT 指示書 

 

正答 （ｃ） 

 JIS Z 2305：2013 では，表 1 のように定義されており，

正答は（ｃ）である。なお，NDT 要領書という用語は JIS 

Z 2305：2013 では用いられていない。 

 

表 1 JIS Z 2305：2013 での用語と定義 

用 語 定 義 

仕様書 要求事項を記載した文書 

NDT 手順書 

規格，コード又は仕様書に従って製品の

NDT を実施する際に適用すべき全ての

必須の要素及び注意事項について記載し

た文書 

NDT 指示書 

確立された規格，コード，仕様書又は

NDT 手順書に基づいて，NDT を実施する

際に従わなければならない正確な手順を

記載した文書 

 

専門試験の類題 

問４ JIS Z 3104：1995「鋼溶接継手の放射線透過試験

方法」において，線源とフィルム間の距離（L1＋L2）は，

試験部の線源側表面とフィルム間の距離L2のm 倍以上と

することが規定されている。m の値は，A級では6又は2f

／d のいずれか大きい値とする。ここで，f は線源寸法，

d は透過度計の識別最小線径の規定値である。m の値が6

の規定は，撮影されたきず像の寸法が実際のきずの寸法

の［   ］倍以上に拡大されないように規定されてい

る。空欄に入れる適切な数値を一つ選び，記号で答えよ。 

（ａ）1.05  （ｂ）1.10  （ｃ）1.17  （ｄ）1.20 

 

正答 （ｄ） 

 A 級では，点線源を使用した場合に撮影されたきず像

の寸法が実際のきず像の寸法の 1.20 倍以上に拡大され

ないように m の値の一つとして 6 が規定されている。し

たがって，正答は（ｄ）である。 

 なお，もう一つの m の値である 2f／d は幾何学的補正

係数を 0.95 以上とするために規定されている。 

 また，B 級での m の値は，7 又は 3f／d のいずれか大

きい値とするように規定されているが，同様に 1.17 以上

に拡大されず，かつ，幾何学的補正係数を 0.98 以上とす

るためのものである。 

 

問５ 次の文は，放射線透過試験に関係する JIS 規格に

ついて述べたものである。正しいものを一つ選び，記号

で答えよ。 

（ａ）JIS Z 3104：1995 では，鋳鋼品の撮影方法が規定

されている。 

（ｂ）JIS G 0581：1999 では，鋼溶接継手の撮影方法が

規定されている。 

（ｃ）JIS Z 2305：2013 では，工業用 X 線装置が規定さ

れている。 

（ｄ）JIS Z 4560：2018 では，工業用 γ 線装置が規定さ

れている。 

 

正答 （ｄ） 

 JIS Z 3104：1995「鋼溶接継手の放射線透過試験方法」

は，鋼溶接継手の撮影方法，透過写真の必要条件及びき

ずの分類方法が規定されている。 

 JIS G 0581：1999「鋳鋼品の放射線透過試験方法」は，

鋳鋼品の撮影方法，透過写真の必要条件及びきずの分類

方法が規定されている。 

 JIS Z 2305：2013「非破壊試験技術者の資格及び認証」

は，非破壊試験技術者の資格と認証が規定されている。 

 JIS Z 4560：2018「工業用 γ 線装置」は，γ 線透過試験

に用いる工業用 γ 線装置の性能，設計及び試験方法が規

定されている。 

 したがって，正答は（ｄ）である。 
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